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C－5　 友級 瓦測 是 。ため 。軽 正 ぉ 裁に聞 す る研 免（ 第１報 い

フぃ て の攻 討　 支化 す 丈 各妓 遮 迷 ミ キ　 旧 村 照 手　 〇細 片布 冴

回的　 鵡租 ・ 在服 反９ 湊体 に辰ぼ す影 零（ 第１ 粉 ）受梅 部 め検 討 Ｊ に引 き耗 き，令

園新 レ（ 閉発 レ た登感郵 い 吐 ズ ，曳 気爪 に よる桔 体値 へ９較 正お 夭を鍼 々 ，受瓦体

・ 翰姓ﾉk び 油率 半汪 む瓦 応ヽ 反 ぃ 閉 連 柱 にヮ ぃて 授 討 レ た耘 条２ ，３ の知 見を得 た の

で粒 沓 す る。

左生 上　 受布抑 ； 先に粗 舌 した桔 抗 縁 奎針 素孚 に よ る旧 璧 聖 ，ﾊr ル ーソｙﾉ1 び 円

盤 型・ １桂 ９正 径約 ３ｎ ， 摩 吋 刎.4.｡ ・ 軽 量起 小 型り い り（kulit･LQL-12!i-2 り）４３昶 。

呈 粒 正 わ 表:（D 空 気μ 亙 に よ る較 正（ ３種 の受祢部 を貧閉 し れ瓶 、中 に封

入 レ 党 気圧jt 荷 い 予ラ 乙ｔ に よ ソ斐 正体 に 左ねさ.れ ない杷 巾 亙へ･）較 正 が 可紅 て哺 る）

必 反圧刺 尤 哨加 ま 布μ よ る軽 正（ 生体 上睨 部 ，訓 延卸/1 び ぞ，類 型杖 の剛伴 モゲル 支

明 い て ，加 瓜に 侈 う 瓦か 斥､瓦杞 緑 し その柾 みjr､厦 を（D り較 正 直縁 にλ って 拷 体値 に傾

算す る）工 樋 授 者： 健 疎な 成 九ャ 孔o 右 い9 ～2 今才 ）。

怠 至 土　 史 見jL 負苛 に よ る飲 £ か 裁で 江 ，いず れり 斐 祢部 に 石ヽい マOQ 永 力k. 反

鳥､反 カ ｔ の間 に直祥姓 ，再

Ｃ－6　衣服圧測芝'7 tzめの較 正か 去に関 ずる研 鬼（ 第2 報 ）粕 本躯幹部与圧服

蛸卜 べ　 文:化 す丈 家政 漉辺ミデ　旧村 照子　○岩崎 房子 細 升歌 子

a 的　 ん伴 表面μ:おける|瓜 力較 正 万繊|の確 立し£ 恥 牡 レ て,     わ ＼   八 八と考もられ

る弁体躯幹部 ふ刮 奴 試作 レ,   ita]i.ﾒ Y.反か £力 いり関 係i 痩討 し犯。

お

麗の友（ 及び裏 ）＆ を押v 止 め用す4  コン タフ9  で覆っ たもの･, な あヽ，表 コヽヽ ム今ヵ巧

は2 ネ（r ゛Aft 導? ，各 々血圧訂用与圧球 及び水柱 圧p 計 に理路 した。

ユ　 与圧服の種 類:   (）原型型c  む 巳式原型 八･ターソ,こよ ，マコヽ` ム布t 裁断・

腰 丈半袖付，<?6り)　　　　 ＠密着望（ 鐘撞 者 ＼ 名り石膏橡 を製作 し シリコンクロ

スμ により体表面 を採 取 。そ。凍開/ ＼"'9 -  ンによってゴA  布 を裁断 した。腰 丈袖無 ，

48似)       3.   測 定 方法：加 圧力（ 与圧服 内圧 ）測 定 にはが叔 鳶ヵ計 を亙痴瓜力測 定に

は衣服圧監視記録装3  ( 金原榔k 油七e L(9L-12ら-2いt  1恥 ヽだ。測 定叫 被撞 着 ら名及び

石膏像 ＼肆りﾒ^i

2ぢ，30 沁 加圧時 の反応ヽ 圧を記 録 した。

結果　1.   原型型|与圧|服にょ る/加圧|匹*>, 各蔀 往り ゆ|と  '}■ 針しiO|とべ るため|ﾂﾞ反

応圧力iz 再現性 がなく，大 きなハつ ツ牛かヽ生（;■だ. 包　 裴着型与圧服 による加 圧でヽは，

反 応ヽ£ 力の再建性 がm-認ぺiれ た。これ ＼,-z ょり加S-  ･ 反応瓜り関係 をみるい0 ，ぢ‰

知圧哺 ｽﾞヽヽ馬,激 な上 昇ヵ呻 らヽれるのを除 き,     り～3o知 加圧間 て･は，い ずれり奢体部 位に

あヽいマもほぼ直線的な関 係がヽ認 められた。μ だヽレそ・ 勾配 は部 位はよって 異りI  ･ 胸

摩部 落。骨部X- It. 高く（2.い, 胴iJ)線 前 岬･ほ 等り 賠付ヽヽは低 い（1.0) 傾 向t 示 した。


